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021世 紀社 会 の光 と影

20世 紀 は戦争 の世紀 であ った と多 くの人 々が感 じた。 私た ちは21世 紀 こそ平

和 の世紀 に したい と思 ったが,21世 紀 に入 って まもな くニ ュー ヨークでテ ロ行

為 が行 われた。 アメ リカ合衆 国は世界 の 自由を守 るため とい ってイ ラクの フセ

イ ン政権 を打倒 した。 アル ・カ イー ダ,タ リバ ン,お よび武装過激派 はアメ リ

カ合 衆 国の兵士 を侵略者 と考 えてい るので アメ リカ軍が イラ ク,お よびアフガ

ニス タ ンに駐留 しているか ぎ り彼 らの攻撃 の対象 になっていて,こ れ らの地域

にお ける平和 はまだ訪 れていない。

21世 紀 の主 な紛争 はア フリカにお けるル ワ ンダの ツチ族 とフツ族 との部族 紛

争,ソ 連崩壊 後の 旧 ソ連内の民族紛争,パ レスチ ナ とイス ラエ ル との民族紛 争
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が挙 げ られ る。 くす ぶってい る紛争や 反体 制集団 として,ア イル ラ ン ドの過激

派集 団,ス ペ イ ンのバ ス ク民族解放派,コ ソボにお けるアルバニ ア人 とセル ビ

ア人 との緊張 関係,タ イ南 部の 回教徒 と仏教徒 の 問題,東 チモー ルの部族 間の

衝突,ト ルコにおけ る トル コ人 とイ ラ ンの 国境地帯 に潜伏 してい るクル ド人の

紛争,ス リランカの体 制派 とタ ミル族 との部族紛争,ネ パ ール の体制派 と毛沢

東 主義派 の抗争,中 国 におけ るチベ ッ ト問題 や少 数民族の反抗,パ キス タンの

軍事政権 とプ ッ ト派 との勢 力争 い,ミ ャ ンマ ー にお け る軍事政権 とア ウ ン・サ

ン・ス ーチ ー派 との抗争,ブ ー タンにお け る仏教徒 とヒンズー教徒 との勢 力争

い で後 者が 難民 として ネパ ー ルの国境 地帯 で テ ン ト生活 を強い られ て い る こ

と,ト ンガな どの太平 洋の島 々にお け る民 族紛 争,南 米 におけ るコロ ンビアの

コ ロンビア革命軍(FARC)と 名乗 る左 翼 ゲ リラ集団がエ クア ドルやベ ネズェ

ラな どの周辺 国の国境 地帯 に潜伏 してゲ リラ活動 を してい るこ とな どが挙 げ ら

れ る。

約7千 年 の歴 史 を通 して人類 は民主主義が政治 において は最 も有効 であ るこ

とを学 んだ。 よ り多 くの国が2院 議 会制 を採用 して いる。 また,人 類 は 自分 た

ちが住 んでい る地球 の環境 を悪 化 させ ない よ うに努力 す る ことが大切 であ る こ

とを学 んだ。 しか し,人 々は 自国主義,民 族主義や部族主義 の壁 を破 れ ないで

い る。 共産主義,ま たは社 会主義 を掲 げた国 は,結 局 は,あ る程度の 自由市場

や私有 財産 を認 めなけれ ばな らなか った。現代 のアメ リカ合 衆国 は世界 の警 察

の ように世界 の秩序 を守 るために 目を光 らせ ている。特 に必要 な地域 には基 地

をお き,自 由を脅 かす国や地域 には経済制裁 を加 えてい る。 マル クス主義 の影

響 を受 けてV.Leninは ロシアで社 会主義 国 を樹 立 したが,後 任 のJ.Stalinは 恐

怖 政 治 を行 った。A.Hitlerは 社 会 主義 の名称 を掲 げて実態 は独 裁 主義 を行 っ

た。 ドイツゲ ルマ ン民族 主義 を とったナチ スは約600万 のユ ダヤ人 を虐殺 した

こ とに よ り悪 の レッテ ル を貼 られた。 キ ュー一バ のF.Castro氏 は社 会革命 に よ

り政権 を取 得 して独裁 主義社 会 国家 を築 い たため にアメ リカ合衆 国の敵 とみ な

された。2008年 にカス トロ氏 が81歳 の高齢 になって健康 を害 して か ら後任 は弟

の76歳 の ラウル氏 に託 されたので ネポテ ィズム(親 族 重用)が 行 われた。 キ ュ
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一バで は
,医 療制 度 と教育が発達 したが,ア メリカ合 衆国 に よる経 済制裁 で生

活 必需 品が 十分 に支給 されていない よ うであ る。 私た ちは人類 の歴 史の 中で共

産主義 国家 を建 設す る ことに成 功 した こ とが な く,そ の前 の段 階であ る社会主

義 国家 で も成功 を した例 を知 らない。原始 キ リス ト教 で共産 主義が試み られた

り,共 産主 義的 な村 や コ ミュー ン(生 活共 同体)が 存在 したが,長 く存続 す る

ことはなか った。結局,人 類 はあ る程度 の私 有財 産 と自由市場 と一夫一婦 制 に

よる家 族 を必 要 と してい る ようであ る。A.Toynbeeと 池 田大作 氏 は対談 の中

で戦争 を避 け るた め に武力 では な く対 話 の重要 性 を説 いた。J.Nye氏 はhard

powerで な くsoftpowerの 使用 を説 いた。最 近で は,彼 はsmartpowerの 使用,

つ ま り,知 恵 や賢い戦略 の使用 を強調 して いる。

回 比較文明史観

古代 の 国々は共和 国か君主 国の体 制 を とったが,多 くの場合,権 力 を把握 し

た指導者が君 主国体 制 をと り,そ の後,世 襲 制で国土 を拡張 してい った。古代

文明 は,チ グ リス河 とユ ー フラテス河 のそばに メソポ タ ミア文 明,ナ イル河沿

い にエ ジプ ト文明,イ ンダス河 のそ ば にイ ンダス文 明,黄 河 の流域 に股 文明,

湖 のそば にマヤ文 明等が発 達 した。 いず れ も文字 を発達 させ,巨 大 な ピラ ミッ

ド型 の台やそれ に類す る もの を地上,ま た は地下 に建設 した。 イ ンダス文明 に

は著 しい階級制度 は見 られ ないが,そ の他 の文 明 は中央集権 の階級 制度 を もち,

いけに えな どを実施 してい た国家 であった。巨大 な建 造物 を建設す るため には,

多 くの労働力 を必 要 と し,そ れを支 える十分 な食料 が確保 され ていなけれ ばな

らなか った。狩猟 や採 集の方式 では安 定 した生活が保 障 され ない。小 麦や稲 の

栽培,ア メ リカ大 陸で は トウモ ロコシの栽培 に よって都 市的 国家が成 立 した の

であ る。古代 ギ リシャは ヨーロ ッパ文化 の源流 と考 え られ ている。民 主主義 の

起 源 も古代 ギ リシャに求 め られるであ ろ う。 ローマ帝 国 も古代 ギ リシャを模倣

した。暦 の原型 は古代 ローマ人 によって作 られた。一年 を12か 月 に して曜 日の

名 もラテ ン語 を もとに した もの,ま た は訳 した ものが多 い。古代 ローマ人 は一

日2食 だったが,今 日の世界 で は一 日3食 が普通 で ある。穀類 や根 菜 は古代 文
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明社会 です で に栽培 され ていた ものが ほ とん どであ る。

宗教 は多神教 や一神教が多 く見 られ るが,太 陽や月の 自然崇拝 は多 くの民族

に共通 であ る。雷や風等 に対 しての崇拝 も見 られ る。古代 人は 自然現 象 に対 し

て畏敬 の念 を抱 いていた。

古代 ギ リシ ャでは金銭 を貸 して利子 を取 る ことにあ る種 の罪悪感が あった と

考 え られ ている。今 日で も高 い利子 を取 る こ とは不正 で ある とみな されてい る。

アメ リカ合 衆 国で は30パ ーセ ン ト以上 の利 子 は違 法 と考 える人が多 い。現 に,

ニュー ヨーク州 では利子 の上 限は25パ ー セ ン トとな ってい る。 日本 で も20パ ー

セ ン トが上限 と考 える人が多 い。usury(高 利 貸 し)は よ くない行動 と して考

え られた。 この職業 に就 く人 は嫌悪 されたため に特殊 の部族 に限 られ,ヨ ー ロ

ッパ ではユ ダヤ系 の 人々が多 か った。物 々交換 の場合 は,物 と物 の交換 比率が

問題 にな るが,暴 利 を貧 る とい う考 えは起 きに くい。 したがって,商 業 は交換

す る行為 とい う形 で貿易 まで に発展 して国際的 な規模 に拡大 した。

貨 幣は金本位制度 を土台 と したが,金 の希少性 ゆえに金本位 制 を廃止せ ざる

をえな くな り,紙 幣や硬貨 の形 で貨 幣制度が維持 された。 現代 社会 では,債 権

や小切 手や ク レジ ッ トカー ドが 追加 され て,疑 似貨 幣 にか な り依存 す る危 険が

増加 している。1990年 代の 日本 と2007年 か ら2008年 の アメ リカ合衆 国でバ ブル

経済の破綻 が見 られ た。

成人 を何歳 か らとす るか は国 ご とに異 な る。 グローバ ルス タンダー ドが叫 ば

れ る今 日,18歳 か ら成 人 とみ なす 国々が多 くなって きている。成 人 とは独 立 し

た個 人で,責 任 ある社 会構 成員 とい うこ とで ある。投票権,被 選挙権,た ば こ

や アル コー ル類 を飲 む こ とが で きる権利 を有す る ことを意味す る。 ヨーロ ッパ

で は18歳 を成 人 とみ るが,被 選挙権 は一定で はない。 アメ リカ合衆 国では,飲

酒 は21歳 か らになってい る。 日本 で は20歳 か ら成 人 とす るが衆議 院に立候補 す

るため には25歳 以上で なければ な らない。 アメ リカ合衆 国で も下 院の議員 にな

るため には25歳 以上 と言 う条件 があ る。

裁 判 制 度 につ い て は,陪 審員 制度 を採 用す る国が増加 して い る。 日本 で も

2009年5月 か らの実施 で,裁 判官が3人 で一般人の裁判員 が6人 か ら成 るチ ー
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ム を組 む。陪審員 は一般 に12人 で裁判官 の ア ドバ イス に よ り全員 同 じ意見 にな

るまで議論す る。 日本 の場合 は,過 半 数で決め る。 その うち一 人以上裁 判官 の

票が入 っている必 要が ある。

回 国連 と世界平和

国連 の加盟 国 は1945年 の51か 国か ら2008年 の192か 国 になった。 アメ リカ合

衆 国 と他 の常任理事 国 に よって拒 否権 が発 動 されて しば しば国連 の決 定機能が

麻痺 したこ とが あ った。多数 に よる決 定が 国連 では必 ず しも実行 され ないの で

あ る。国連事務総 長 はアメ リカ合 衆国の意 向に逆 らう行動 は と りに くい傾 向に

あ った。 したが って,国 連改 革は常任理 事 国を現在 の5か らい くつ か増加 させ

るか,常 任理事 国制度 を廃 して理事 国 を任 期制 に して選挙 で選ぶ ことにす るか

であ る。拒 否権 とい う特 権 を もった常 任理事 国 は国連 の改革 には熱心 で ない。

権力 を握 った もの はそ れを簡単 には放 棄 しないのが通例 であ る。

2001年 か ら2010年 まで国連 では 「世界 の子 どもた ちの ため の平和 と文化 と非

暴力 の 国際10年 」 を実施 している。国連の今 日の主 な課題 は環境 問題 と子 ども

の教 育で ある。地 球温暖化 は二酸化炭 素の排 出に原因があ る と考 える科 学者 が

多い。工場か ら排 出 され る煤煙 や 自動 車か らの排気 ガスが大気 中 に蓄積 されて

温 室効果 を もた らす と説明 されて い る。 この温 暖化 が氷河 や万 年雪 を溶 か し,

海面 温度や海面水位 を上昇 させ てい る。海面温 度の上昇 は巨大 な熱帯低気 圧 を

発生 させ てい る。 また,サ ンゴ礁 に も悪 影響 を与 えてい る。

子 どもの教育 は母 親の教育 と関連 してい る。衛生面 か ら母親の母体 を守 る こ

とが健康 な子 どもを出産す る ことにつ なが る。子 どもが置 かれてい る家庭環境,

主 として経済面 に注 意が払 われてい る。

現在 の国連 の 目標 は次の ようであ る。

① 世界のすべ ての子 どもが小学校 に行 ける ようにす るこ と。

②2015年 まで に小 学校 と中学校 の教 育 で男女 の格 差 が ない ようにす る こ

と。

③5歳 以下 の子 ど もの死亡率 を現在 よ りも3分 の2下 げ る こと。
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④ 出産の際 の母親の死亡率 を現在 よ りも4分 の3下 げ るこ と。

⑤ 女性 の職業 にお ける地位 の向上 を促 進 させ る こと。

⑥ エ イズやマ ラ リアや その他 の病 気 の罹病 率 を下げ るこ と。

⑦2020年 まで にス ラム街 に住 む人 々の うち,少 な くとも1億 人 の生 活改善

を図 るこ と。

⑧ 世界 の国 々が お互 い に貿 易 を促進 させ,財 政援助 を行 う。

東京 の渋谷 に国連大 学があ るが,そ の存在 や役割 は私 た ちにはな じみが薄い。

国連大学 は学位授与機 関で はな く,研 究 員や イ ンター ンの大 学院生 の研修 の場

を提供 して いる。 定期 的 に展示 を国連大学 ビルの2階 で行 ってい るが,広 報 活

動 は積極 的 とは言 え ない。研 修 の参加 者 は主 と して アフ リカ人 である ようだ。

世界 はい くつか の ブロ ックか ら成 るが,ヨ ー ロ ッパ のEUが 政治 的 に また経

済的 に統合 され てい る。共 通貨 幣 のeuro(ユ ーロ)は 強力 な貨 幣 と して確 立

してい る。一方,ア ジアで は,ASEANが10か 国か ら構 成 されて いるが共通貨

幣のacu(ア キュ)は まだ実現 されてい ない。

軍事面 では,NATOの も とで アメ リカ合 衆 国 とヨー ロ ッパ で軍事 同盟 を結

んでい る。 この同盟 はロシアに対 しての 同盟 である。

また,G7と い うサ ミッ ト会議 が毎 年EUを 加 えて経 済 問題 を討議 す るため

に先進 国の指導 者の 間で行 われてい るが,話 題 が環境 問題 に まで拡大 して,中

国や イ ン ド抜 きで はいろいろの点で不便が生 じてい る。

図]ユ ー トピア思想 と福祉 国家論

ユ ー トピアの思想 は古 来か らあったが,都 市文明 と航海術 の発 達 した16世 紀

に トーマス ・モ アがUtopia(『 ユー トピア』,1516)を 年 に著 した。ユ ー トピ

アは理想郷 とか桃源郷 とか訳 され る。彼 はある島,つ ま りユー トピア新 島で は

貨 幣が な く,金 よ りも鉄が価値 があ るこ とや共有 の倉庫 が存在す る こ とな どを

挙 げてい る。労働 時 間は6時 間で毎 日の 日課が決 め られて いる。 島民 は計画的

に都 市 と農村 に交互 に住 む ように命 じられ る。 この作 品以 降,理 想郷 を扱 った
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作 品 が 続 々 と書 か れ た。T.CampanellaのCivitasSolis(『 太 陽 の都 』1602)

やF.BaconのNewAtlantis(『 新 ア トラ ン テ ィ ス 』1626)やJ.Swiftの

Gα11∫ve露Travels(『 ガ リ ヴ ァー 旅 行 記 』1726)等 が あ る。 ユ ー トピア 文学 に

は 逆 ユ ー トピア が あ っ て,未 来 の 理 想 郷 が恐 ろ しい 世 界 と して描 か れ て い る 。

H.G.WellsのTheTimeMachine(1895)やA.HuxleyのBraveNewWorld

(1932)やG.OrwellのNineteenEighty-Four(1949)が これ に属 す る。

理 想 的 な 社 会 を 建 設 す る た め に 漸 近 的 社 会 主 義 者 が 台 頭 して,英 国 で は

Webb夫 妻,GB.Shaw,R.Owenが 政 治 運 動 を通 して理 想 主 義 を追 い求 め た 。

1884年 に古 代 ロ ー マ 帝 国 の 将 軍 で あ るFabius(?-203B.C.)の 名 に 因 ん で ロ ン ド

ンにFabianSocietyを 設 立 した 。福 祉 国家 の建 設 は皮 肉 に も1920年 代 の 世 界 恐

慌 の 時 代 に話 題 に な っ た。ケ ンブ リッ ジ大 学 で は厚 生 経 済 学 の研 究が 進 め られ,

労 働 党 も福 祉 国 家 を も とめ て 各種 の福 祉 政 策 を打 ち 出 した。

人 が 文 化 的 な 生 活 を送 る た め に最 小 限 必 要 な もの をSydneyWebbはcivil

minimum(シ ビル ・ミニ マ ム)と 呼 ん だ 。 また,ナ シ ョナ ル ・ミニ マ ム と も

呼 ば れ て い る。 今 日,人 が 文化 的 な生 活 を保 障 され る社 会 をuniversalsociety

(ユ ニ バ ーサ ル 社 会)と 呼 ぶ こ とが あ る 。 食 事 を作 り,入 浴 して睡 眠 す る 部 屋

代 を払 うた め に は年 間一 定 額 が 必 要 で あ る。 先 進 国 で はpovertyline(貧 困 ラ

イ ン)が 想 定 され て い る。ア メ リカ合 衆 国 で は 年 額 所 得2500ド ル(約250万 円 〉,

日本 で は 年 額 所 得200万 円 とされ て い る。 ヨー ロ ッパ で は265万 円 と想 定 され

て い る。(た だ し,独 身者 で は年 額 所 得 は100万 円 あ た りをpovertylineと み な

され て い る。)こ のpovertyline以 下 の貧 困 層 が ア メ リ カ合 衆 国 で は12～15パ ー

セ ン ト,日 本 で は8パ ー セ ン ト存 在 して い る。

ホ ー ム レス の 人 口 は2007年 度,日 本全 国 に16,018人 記 録 さ れ て い る。 大 阪 に

4,333人,東 京 に3,786人 で,河 川付 近 に4,907人 も生 活 して い る。 東 京 で は 隅 田

川 沿 い に ブ ル ー の ビニ ー ル で覆 っ た段 ボ ー ル製 の仮 設小 屋 が 目立 つ 。 カ リフ ォ

ル ニ ア州 は 気 候 が 温 暖 で あ る た め に ア メ リ カ全 国 か らホ ー ム レス の 人 が 集 ま

る。 ロ サ ンゼ ル ス で は 約3,000人 が 路 上 生 活 を して い る。 サ ン フ ラ ン シ ス コの

目抜 き通 りに物 乞 い をす る老 人 は黒 人 よ り も白 人男 性 が 多 い よ うで あ る。2006
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年 の ニ ュー オ リ ンズ で の ハ リケ ー ンに よ る被 害 者 は 自動 車 を所 有 して い な い

人 々 で,避 難 した くて も移 動 が で きな か っ た の で あ る。 ホ ー ム レス で な くて も

自分 の 給 料 だ け で な ん とか や り く り して い るworkingPoorと 呼 ば れ て い る

人 々 が増 加 して い る。

ア メ リカ合 衆 国 は 自由 な国 と して有 名 で あ るが,医 療 費 が 高 い こ とで も有 名

で あ る 。低 所 得 者 用 に はMedicaid,高 齢 者 用 に はMedicareと い う医療 保 険 が

あ るが,働 き盛 りの 人 が 長 期 入 院 す る と破 産 の危 機 に直 面 しか ね な い 。 医療 保

険 に加 入 して い な い 人 が 多 い こ とで もア メ リ カ合 衆 国 は有 名 で あ る。1,000人

に対 して の 医 師 の 数 はOECD(経 済 協 力 開 発 機 構)の 平 均 は3人 で あ るが,日

本 は2人 で あ る。 ヨー ロ ッパ の 国 々 で は3.4で あ る が,英 国 は2.3,ア メ リカ合

衆 国 は2.4で あ る。 日本 の 問 題 点 は小 児 科 医 と産 婦 人 科 医 の 数 が 少 な い こ とで

あ る。 特 に,小 児 科 専 門病 院 の数 が 少 ない こ とで あ る。

さて,福 祉 国家 に は どの よ うな 条件 が 課 せ られ るで あ ろ うか 。

① 失 業 率 が極 め て 低 い こ と。2パ ー セ ン ト以 下 で あ る こ とが 望 ま しい 。 先

進 国 で は,フ リー ター の よ うに親 の す ね か じ りが 増 加 す る。 日本 の失 業

率 は4パ ー セ ン ト前 後 で,ア メ リ カ合 衆 国 の そ れ は5パ ー セ ン ト台 で あ

る。(経 済 的 要 因)

② 所 得 の分 配 が 公 正 で あ る こ と。Ginilndexに よる と,ア メ リカ合 衆 国 は

所 得 格 差 が極 め て 大 きい 国 で あ る。 この指 数 が 大 き くな る ほ ど格 差 が 大

きい。

比 較 的所 得 の分 配 が 平 等 な 国 は2000年 度 で ス ウ ェー デ ンO.221,ベ ル ギ

ー0255
,ド イ ツO.261,日 本O.273,カ ナ ダ0.291,フ ラ ンス0.298,オ ー

ス トラ リアO.311,ア メ リ カ合 衆 国0.372で あ る。(経 済 的 要 因)

③ 犯 罪 率 が 極 め て低 い こ と。 法 律 を遵 守 す る こ と。(社 会 ・経 済 的 要 因)

2004年 の 囚 人 数 は ア メ リ カ合 衆 国220万 人,中 国150万 人,日 本7万5千

人,英 国7万3千 人,ド イ ツ6万3千 人,フ ラ ンス5万9千 人 「恒 産 な

き もの は恒 心 な し」(『孟 子 』)と あ る よ う に 国民 が 安 定 した 生 活 が で き

る よ うな経 済 的基 盤 が 必 要 で あ る。
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④CO2の 排 出量 が 低 い こ と。 ワ ー ス トの 国 は 中 国,ア メ リカ合 衆 国,ブ

ル ネ イ,オ ー ス トラ リア,カ ナ ダで あ る。(環 境 的 要 因)

一 人 あ た り トン単 位 で 中 国 は23
,ア メ リカ合 衆 国22,ブ ル ネ イ19,オ

ー ス トラ リア17
,カ ナ ダ17,シ ンガ ポ ー ル12,ロ シ ア11,ド イ ツ10,英

国9.5,日 本9.5,韓 国9.5

⑤ 酸 性 雨 の被 害 が 少 な い こ と。pH5.6以 下 を酸 性 雨 と呼 ん で い る。(環 境

的 要 因)

ヨー ロ ッパ の酸 性 雨(2004年 度)に つ い て ドイ ツ4.83,デ ンマ ー ク5.02,

フ ラ ンス5.03,ス イ ス5.32,ハ ンガ リー5.55,イ タ リア5.65,ポ ル トガ ル

5.68,ス ペ イ ン6.54

⑥ 公 共 交 通 機 関 が 発 達 して い る こ と。 電 車 や バ ス の 便 が よ い こ と。(社 会

的 要 因)

⑦ 教 育 の 平 等 性 と均 質 性 が あ る こ と。(社 会 的 要 因)

⑧ 男 女 の 平 等 性 が あ る こ と。 賃 金 や 給 料 に 関 し て 格 差 が な い こ と 。

genderempowermentで は大 学 教 授 や 国 会 議 員 や 管 理 職 にお け る男 女

差 を見 る。(社 会 的 要 因)

⑨ 交 通 事 故 に よ る死 者 が 少 な い こ と。(社 会 的 要 因)2004年 度 の死 者 の

数 は 中 国109,381,イ ン ド85,998,ア メ リ カ合 衆 国42,636,ロ シ ア30,916,

タイ14,446,南 ア フ リ カ12,727,イ ン ドネ シ ア8,762,日 本8,492,コ ロ

ン ビ ア7006,ス ウ ェー デ ン480

⑩ 自殺 率 が低 い こ と。(社 会 的要 因)

10万 人 あ た りの 自殺 率(2007年)は,ハ ンガ リー27.7,韓 国24.0,ウ ク

ラ イナ23.8,日 本23.7,フ ィ ンラ ン ド20.3,香 港18.6,ス ウェ ー デ ン13.2

⑪ 麻 薬 中毒 の患 者 が 少 ない こ と。(社 会 的要 因)

⑫ 平 均 寿 命 が 高 い こ と。 乳 幼 児 の死 亡 率 が 低 い こ と。 医療 機 関が 発 達 して

い る こ と。

平 均 寿 命 で は 日本 が 世 界 一 を維 持 して い る。(社 会 的要 因)

⑬ 労 働 時 間 が 長 くな い こ と。 一 日7時 間 労 働 以 内 で あ る こ とが 望 ま しい 。
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(経 済 的 要 因)

日本 は超 過 労働 時 間が 長 い 。 週50時 間 以上 働 く労 働 者 の率 に つ い て は,

日本28.1,ニ ュ ー ジー ラ ン ド21.3,ア メ リカ合 衆 国20.0,オ ー ス トラ リ

ア20.0,英 国15.5,ア イ ル ラ ン ド6.2,ギ リ シ ャ6.2,ス ペ イ ン5.8,フ ラ ン

ス5.7,ス ウ ェー デ ン1.9

⑭ 人権 が 尊 重 され て い る こ と。 身 体 障 害 者 や 高齢 者 が 差 別 され な い環 境 に

置 か れ て い る こ と。 バ リ ァー フ リー の 設備 が 行 き届 い て い る こ と。(社

会 的 要 因)

⑮ 食 糧 自給 率 が 高 い こ と。(経 済 的 要 因)

日本 は食 糧 自給 率 が39パ ー セ ン トで危 険信 号 が 点 灯 して い る 。

そ の 他,文 盲 率 が 低 い こ と,火 事 の件 数 が少 ない こ とが 挙 げ られ よ う。 ち な

み に 日本 の 火 災 の 件 数 は2004年 に60,387,2005年 に57,460,2006年 に53,276で,

こ の数 字 はか な り高 い 。江 戸 時 代 に江 戸 は火 事 が 多 い こ とで有 名 だ っ た が,狭

い家 にか ま どが 必 ず あ って 火 を焚 い て い た の で条 件 が 悪 か っ た。 今 日で は た ば

こ の不 始 末 と放 火 と石 油 ス トー ブ が 主 な原 因 で あ る。

以 上,主 な項 目 を列 挙 したが,現 代 社 会 で福 祉 国 家 と呼 べ る国 は存 在 しな い。

ス ウ ェ ー デ ンが最 も近 い よ うで あ る。 高 い税 金 と高 度 の社 会 保 障が 実 施 され て

い る。

ケ ニ ヤ のWangariMaathai氏 が 日本 語 の 「もっ た い な い」 を よ く口 に して い

た が,環 境 保 護 と資 源 有 効 活 用 の 点 か らrepair「 修 理 す る 」,reuseや

recycle「 再 利 用 す る」,reduce「 ごみ を減 らす 」 は基 本 的 な こ とで あ る。

か つ て,消 費 は 美徳 と言 わ れ た こ とが あ っ た。 消 費 は経 済 活 動 を高 め る の で

よい こ と とみ な され た 。 そ の後,使 い捨 て時 代 が到 来 した 。 紙 コ ップ や ナ プ キ

ン,紙 タオ ル,ビ ニ ー ル袋,プ ラス チ ッ ク容 器 が い と も簡 単 に捨 て られ た 。 現

在 で は,資 源 保 護 の 観 点 か ら 「地 球 に優 しい」 や 「環境 に優 しい」 が合 い 言 葉

に な っ て い る。

世 界 で水 道水 を安 心 して飲 め る 国 は数 え る ほ ど しか 存 在 しな い 。 幸 い に も 日

本 で は全 国 どこ で も水 道 水 をそ の ま ま飲 む こ とが で きる。 ア フ リカで は透 き通
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った水 を飲 む こ とは極 めてむず か しい。 きれい な水 を見つ け るこ とが むず か し

い ので ある。 ヨー ロ ッパ の水 道水 は飲 めない こ とはないが硬水 で石灰 の層 を通

ってい るので多 くの人は ミネラル水 を買 うこ とになる。 ア ジアで も事情 は大 差

な く水 道水 は飲 むのに適 してい ない ようだ。 アメ リカ大 陸で は,カ ナ ダとアメ

リカ合 衆国の水道水 は安全 であ るが,そ れ以外 の国々の水 は飲 むのに適 してい

ない とみ な されてい る。

日本で は ミネ ラル水 を100円 以上 出 して買 う人が増加 してい るが,100円 で水

道水 を200本 か ら300本 買 うことがで きる。水道水 を冷蔵 庫 に入 れて ミネラル水

と比較 す る とほ とん どの 人は区別で きない。 ミネ ラル水 か ら栄養分 な どまった

く期待 で きないか ら,こ の100円 分 を他 の食べ 物 を買 うの に使 った方が価 値 的

で はなかろ うか。

日本 の水 は雨期の雨 に よって もた らされ る。 また,台 風が 大量の雨 を供給 し

て くれ る。 しか し,と きに空梅雨 が起 こる し,台 風 は上 陸 しない こ ともあ る。

したが って,日 本 の水源 は安 全で ない。 将来 は水道 は2本 立てで一・本 は飲料 水

用,も う一本 は再生水(処 理水)と なる。 トイ レや工場 の洗 浄用 の水 は再 生水

を使 うこ とになる。 また,海 水 の ろ過 も必要 であ る

JohnGalbraith(1908-2006)はTheAffluentSociety(『 ゆた か な社 会 』

1958)の 中で資本主 義社 会が その構造 的欠陥 を修正 して豊か な社会 を構 築 して

きた こ とを解 説 してい る。即 ち,今 日の アメ リカの企業 はinnovation(技 術革

新)や 設備投資 を して,競 争 の原理 か らよ り安 い,よ り品質 の よい商品 を生産

してい る。広告 によって消費者 に商品の情報 を流 して消費 を薦 めてい る。政府

は利 子率 と貨 幣量 を統 制 して,必 要 に応 じて為 替 に も介 入 す る。 かつ て,K.

Marxは 資本 主義社 会 の窮乏化 を予言 した。社 会 階級 は少 数 の資本家 と大多数

の労働者 に分化 し,失 業 と窮 乏が蔓延す る と予想 した。恐慌 が起 こ り,そ の結

果,社 会革命 が起 こる とマル クス は考 えた。実際 に,1929年 に恐慌 は起 こった。

M.Weberは 恐慌 は起 こ らない と主張 したが,マ ル クスの死 後46年 目に恐慌 は

起 こった。JM.Keynesは 投 資 に よ り有効 需要 を喚起 して恐慌 を退 治す る こと

が で きる と考 えた。 か くして,彼 の理論 は アメ リカ合衆 国でNewDeal政 策 と
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なって実行 され た。J.Schumpeter(1883-1950)はinnovationの 重要性 を強調

した。

今 日では,ガ ルブ レイス によれ ば資本 主義 は修 正資本主義 で,自 動 安定装置

がつ いてい る とい う。社 会階級 は2極 化せ ず に中産階級が興 隆 した。富 を得 た

資本家 の多 くは博愛主義 者 になって,慈 善事 業や寄付 を行 って富の再分配 を し

た。 失職者 に対 しては職業斡旋所 を創 設 して仕事 を紹介 した。

ガルブ レイスはそれで も修正資本 主義社会 の不安 定要因 をい くつ か指摘 して

い る。その一つ が軍需産業 の存在 であ る。武器 の輸出 と武器の使用 がない世界

で は軍需産業 は存在 で きないか らであ る。 アメ リカ合 衆 国では この ような武器

を必要 としてい る戦 闘地域 に アメ リカ軍 を送 りこんで いる。第 二は各 産業 の就

業人 ロのバ ラ ンス の問題 であ る。つ ま り,第 三次産業(サ ー ビス産業)に 就 い

てい る人 口が増加 しているのであ る。第一・次産業 に就 いてい る人 口は減少 して

いる傾 向 にあ る。第 三 は公共 部 門 にお け る投 資 の遅 れ であ る。 この こ とはA.

Marshall(1842-1924)が 昔指摘 して いた。 ガルブ レイスは特 に教 育へ の投資

が大切 であ る と述べ てい る。

日本 の農業 人口 は1990年 で は550万 人,う ち高齢 者300万 人,2006年 で は310

万 人,う ち高齢者 は210万 人 で ある。 農業 人 口の激減 と高齢化 が大 きな問題 と

なって いる。

日本 の人口は高齢化 と少子化 に よ り,1000万 の外 国人労働 者 を期待 してい る。

アメ リカ合衆 国や先進 国で も人 口の高齢化 と少子化 が進 んでい る。

固 科学 と宗教

人類 がい ろいろ な発 見や発 明 をす る以前 は 自然現象 に驚 き,お ののい てい た。

大漁 や大猟 を願 って絵 を画 いた り,祈 りを ささげていたで あろ う。 そ して寺 院

や教 会 を建 て るよ うになった。太陽や月 を崇拝 した りす る ことは多 くの種 族で

行 われた。科学 は私 たちの生活 に便利 さを もた らした。第一 の文 明 は鉄 器の発

明 と農耕 の発 達 に よ り定住 生活 と都市生活 が可能 になった。 第二の文明 は蒸気

機 関の発 明 に よ り産業 革命 が起 こった。 第三の文明 は電気 や原子 力の利用 に よ
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り大 量 生 産 が 可 能 に した。 科 学 の 発 達 で私 た ち は ます ます この 世 界 が 精 緻 に製

造 され て い る こ と認 識 した 。 地 球 の み な らず,こ の宇 宙 に大 きな超 自然 的 な創

造 主 が存 在 す るか の よ う な感 じが す る。

今 日の科 学 が 宇 宙 の 謎 を解 明 す る の に まだ 多 くの 時 間 を必 要 と して い る よ う

だ 。 私 た ち の脳 の病 気 につ い て 現 代 の 医 学 は ほ とん ど無 力 だ。

現代 社 会 に5大 宗 教 な る ものが あ る。 キ リス ト教,イ ス ラム教,仏 教,ヒ ン

ズ ー教,ユ ダヤ教 で あ る。 ユ ダヤ教 はユ ダヤ 人 を選 民 と考 え,ユ ダヤ 人 こそ 神

に よ っ て選 ば れ た種 族 とす る。 した が っ て,ユ ダヤ教 はユ ダヤ 人 の た め の 宗 教

で あ る。 そ れ ゆ え,ユ ダ ヤ教 は普 遍 的 な宗 教 た りえ な い。 食 べ 物 に関 して独 特

な戒 律 が あ る。 キ リス ト教 は イエ ス の 教 え を通 して 敬 慶 な生 活 をす る こ とに 意

義 を見 出す 。 『新 訳 聖 書 』 を読 み,実 践 す る。 カ トリ ッ ク は聖 職 者 が 神 と人 民

との仲 立 ち をす る。 一 方,プ ロ テス タ ン トは 聖 職 者 の権 威 を嫌 い,人 民 は 自分

を神 と直接 の 関 係 に置 く。 キ リス ト教 の キ ー ワー ドは 「愛 」 で あ る。 イ ス ラム

教 はモ ハ メ ドを中 心 的 な預 言 者 とす る。 『コー ラ ン』 を読 み,敬 慶 な生 活 をす

る。 キー ワ ー ドは 「帰 依 」 で あ る。 仏 教 は釈 尊 の教 え を学 び,経 典 を読 む 。 キ

ー ワー ドは 「慈 悲 」 で あ る。 ヒ ンズ ー教 はバ ラ モ ン教 の 影響 を受 け て い る。 ヒ

ンズ ー教 で は,釈 尊 は神 の 中 に繰 りこめ られ て お り,仏 教 は ヒ ンズ ー教 の 一 部

とみ な され て い る。仏 教 で はマ ハ ヤ ー ナ(大 乗 仏 教)と ヒ ナ ヤ ー ナ(上 座 仏 教)

とに分 か れ る。 ア メ リカ合 衆 国 で は仏 教 と言 う と禅 宗 と考 え,座 禅 と結 びつ け

る人 々が い る。 確 か に,今 日の 日本 の仏 教 は 葬式 仏 教 に な っ て い て,信 者 が 修

行 す る こ とが 少 な い。 また,「 般 若 心 経 」 の よ うな 短 い 経 を写 経 して 心 の 気 休

め とす る人 々 もい る。

MahatmaGandhiの よ うに非 暴 力 を貫 い て イ ン ドを独 立 に まで 導 い た指 導

者 は 仏 教 者 で あ っ た とい って も よ いで あ ろ う。N.Mandela氏 やMartinL.

King,jrは ガ ンジ ー の精 神 を継 承 した人 た ち で あ っ た。 彼 らの行 動 こそ,数 千

の経 典 よ り も価 値 が あ る と言 え よ う。20世 紀 の 中 頃,フ ラ ンス を 中心 に実 存 主

義 が興 っ たが,J.Sartre(1905-1980)やS.deBeauvoir(1908-1986)の 考 え

は マ ル クス の 階 級 論 に影 響 を受 け,社 会 にお け る 自分 の存 在 を意 識 して社 会 に
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働 きか ける こ とを 目指 した。 キー ワー ドはengagementとalienatiOnで あ る。仏

教 か ら見 る と実存 主義 はpartialenlightenment(縁 覚)の 域 を出てい ないか も

しれ ない。

今 日の科学 が よ り多 くの人 々の生命 を救 い,人 々に希望 を与 える もので ある

か も しれ ない。 しか し,ど う生 きるか とい う問題 は科学 の仕事 で はな く,宗 教

の仕事 であ る。

そ して,人 々に何 を学 ばさせ るのかは教 育の仕事 であ る。科 学の仕事 は真理

の追求であ る。教育 の 中で,21世 紀 の人 々に必要 なのは文学 で あろ う。 日本 の

俳句 は奥 ゆ きは深 いが,短 い詩 な ら誰で も作 るこ とがで きる。現代人 は詩の鑑

賞,古 典の朗 読等 に もっ と関心 を寄せ るべ きであろ う。最近の子 どもたちは科

学 に興 味 を もた ない とい われてい るが,物 質 よ りももっ と身近 な生物 に関心 を

払 うべ きであろ う。
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